
拓南製鐵製パワーリング 785
（785Ｎ/ｍｍ２級の高い降伏強度）

拓南製鐵製パワーリング785の特徴

複写

　パワーリング785は、ＲＣ造（鉄筋コンク
リート造）等の鉄筋工事などで、柱及び梁の主
筋を囲む形で使用するリング状に溶接された
高強度せん断補強筋です。

新設計法 (損傷制御設計法 )に対応。
ルート３の場合一次設計時の割増係数
ｎ＝1.0以上を可能としました。

●７８５Ｎ/ｍ㎡級の高い降伏強度。
●普通鉄筋の２倍の短期許容応力度。
●許容応力度が、損傷制御設計法に対応し、
　ルート３の一次設計時の設計用せん断力
   の割増係数ｎをｎ＝1.0 以上とすることができる。
●ルート３の二次設計時の設計用せん断力の
　割増係数ｎを告示に比べ低減することができる。
●強度的に優れるリング状構造。
●フックがないためコンクリートのまわりがよく、
   空隙部（ジャンカ）ができない。
●フックがない分、鉄筋量を節約できる。
●工場加工製品であるため寸法精度が高く、
　工期短縮、施工性の向上を実現。

●一般財団法人日本建築センター パワーリング785  BCJ評定－RC0336－04
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○パワーリング７８５の溶接はアプセットバット溶接で行います。
○材料は拓南製鐵株式会社が製造する高強度異形棒鋼SPR785（MSRB-0066）を使用しております。東京鐵鋼製（MSRB-9005）
○(財)日本建築センターの「2020年 建築物の構造関係技術基準 解説書 継手判定基準」によるＡ級継手性能の評定を取得しています。
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4d以上

4d以上

6d以上

10d以上

１９５N/m㎡ ５９０N/m㎡ ７８５N/m㎡かつ
２５Ｆｃ（Ｆｃ３２未満の場合）

許容引張応力度・
材料強度

設計用せん断力 ＱＤ＝ＱＬ ＱＤ＝ｍｉｎ(ＱＬ＋ｎＱＥ，Ｑ０＋Ｑｙ)
ルート3の場合、ｎ＝１．０以上

ＱＤ＝ｍｉｎ(ＱＬ＋ｎＱＥ，Ｑ０＋Ｑｙ)
ルート1及び3の場合、ｎ＝１．５以上
ルート2-1、2-2の場合、ｎ＝2.0以上

QD=Q０＋ｎQM
両端ヒンジ：１．０以上
それ以外　：１．２/１．１以上
QD=ｎQM
両端ヒンジ：１．０以上
それ以外　：１．２５/１．１以上

塑性理論式か荒川min式を
選択できる。
*同一建物では併用は不可

ＱＡL＝ｂｊ｛αｆｓ＋0.5ｗｆｔ(pw-0.002)} ＱＡ＝ｂｊ｛αｆｓ＋0.5ｗｆｔ(pｗ-0.001)}

ＱＡL＝ｂｊαｆｓ ＱＡ＝ｂｊ｛ｆｓ＋0.5ｗｆｔ(pｗ-0.001)}
せん断耐力式 ＱＡＳ＝ｂｊ｛2/3αｆｓ＋0.5ｗｆｔ(pw-0.001)}

せん断補強筋比 ０．２～０．６％ ０．２～１．2％ ０．２～１．０％ ０．２～１．２％

使用性確保のための検討 損傷制御のための検討 安全性確保のための検討 終局せん断耐力

加工形状③ 加工形状④
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溶接閉鎖形帯筋・あばら筋
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Ｉ字形副あばら筋、副帯筋等

※1：Fc=24N/m㎡未満の場合
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拓南製鐵株式会社
■問い合わせ先

区分、記号、表面形状 加工形状

形状、寸法、質量とその許容差

機械的性質

鉄筋の折曲げ形状・寸法

コンクリート設計基準強度

リング状の高強度せん断補強筋

せん断耐力

梁

柱

梁

柱

２１Ｎ/m㎡ ～ ６０N/m㎡

●本社・中部事業所  〒904-2162沖縄県沖縄市海邦町3番26（営業部）  TEL  098-934-6811   FAX  098-934-6833
●福 岡 営 業 所  〒812-0011福岡県福岡市博多区博多駅前1丁目4番地4
　　　　　　　　　東京建物博多ビル4階　拓伸商事福岡内 TEL092-481-3750　FAX092-481-3752
ホームページアドレス　https://www.takunansteel.co.jp　
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